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「みんなのためになる村を作りたい」という声を間きながら、 多様な世代と一緒に考えたこと

によるリアルな体験は、 子どもたちの育ちに多大なプラス影孵を与えることであろう。

後半は、 5~9年生と地域住民が班を作り、 テーマについて討議した。 各班では 「どぶろく祭

りや合掌造りといった伝統や文化を守り続けたい。」 「将来、 どこへ行っても村を思い続けたい。」

といった児童生徒の素直な思いが語られていた。 話が深まってくると、 子どもたちの 「自然や文

化を大切にし、 誰もが案内できる村」という意見に対して 「自然が豊かで環境が良いと言うが昔

と同じではない。 もっといろいろな場所で遊ぶべきだ。」といった高齢者の意見や、 「若者や移住

してきた人が暮らせるように働ける場をつくりたい。」という意見に対して、 「村独自の産業は難

しい。 なかなかお金を回せない。」といった現実的な大人の意見が出されるなど、 児童生徒の思考

をさらに深めていく議論がなされた。 満足度等の指標では表せない学びの姿があった。

6.まとめ

白）l|村のハイブリッド教育（地域学校協働活動）の成呆を、学校運営協議会長の和川正人氏は、

素睛らしい学校経営に感謝しつつ、 地域が大きく育ったと評価する。 多くの児童生徒とかかわる

中で、 恥ずかしい姿は見せられないと大人の意識が変わり、 願いを共有して会議を重ねることで

各団体や地区の温度差が解消されてきた。 子どもたちの話の中で、 観光、 人口減少、 空き家対策

など、役場の中と同じことが語られるようになった。 「守り続けることが未来」、「村に貢献したい」

という子どもたちの声を聞き、 地域としてこんな嬉しいことはない。 学校の形態が変わり、 赴任

してくる学校教職員と白川っ子を育てるという同じ立場で語り合えることが何よりと語る。

また、携わる地域住民が 「何のために話し、 関わり、 考えているのか」を理解して、 支援者とし

てではなく担い手を育てる者として主体的に活動していることも大きな変化となっている。

児章生徒は課題を追究し続け、 「村に貢献したい」と自信をもって語る。 この裏には、 生きた学

びがあったことが容易に推察できる。 荻町地区が世界文化遺産に指定された二十数年前、 指定地

区の内外、関係業種等により、多少の温度差があるように感じた。 現在、白）1|郷学園を核として、

子どもも大人も自分たちの故郷である地域の暮らしについて考え続け、 通する答えを自分たちの

カで創り出す常みにより、 地域づくりの担い手として、 そこで生きる人の力につながっているこ

とを強く感じた。 白川郷学園の子どもの姿や成長は、 かかわっている人、 支えている多くの人の

喜びになっている。 地域に住む人の思いを知り、 育つことは、 故郷を好きになることであり、 担

い手を育てることにつながっている。 白川郷学園の教育とその思いは、 見守る村民すべてに広ま

りつつある。

和田正人会長、 水川和彦校長が語る 「小さな村の大きな発信」は、 地域も先生もわくわくする

ようなハイブリッド教育、 白川郷学園の子どもの成長の姿として、 誰が見ても素晴らしく、 高い

評価を得ている。 学校は、 村民学と教科等との往還の教育的効果を明らかにするとともに、 カリ

キュラム作成に取り組んでいる。 学校運営協鏃会は、 子どもの姿と共に地域の姿も評価 （見える

化） していく工夫をすることで、 地域づくりとしての機能をより高めていこうとしており、 今後

がさらに期待される。

（注）

1）ハイブリッド教育： 学校の教育活動に地域の教育力を導入した地域と学校の協働による複合した学び。

2)村民学：「ふるさと学習」、 「白）1|びと学」、 「未来」と「暮らし」からなる 、白川村を教材にして学ぶ特別な教科。

3)キッズウィ ー ク：夏・冬の長期休暇の一部を秋に分散させてつくる大型連休。 保護者と共にさまざまな体験が

できることが期待されている。
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